
冒
頭
、
森
田
し
の
ぶ
中
央
執
行

委
員
長
は
、
調
査
結
果
に
つ
い
て

「
防
護
具
な
ど
の
引
き
続
き
の
不

足
に
加
え
、
医
療
従
事
者
の
感
染

リ
ス
ク
・
差
別
も
増
え
る
中
、
心

身
と
も
に
苦
し
い
現
状
が
あ
る
」

と
し
、
「
経
営
悪
化
か
ら
、
夏
に

続
き
年
末
一
時
金
の
引
き
下
げ
も

迫
り
、
退
職
を
に
お
わ
す
書
き
込

み
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
」
「
現
場

は
、
待
っ
た
な
し
の
状
況
。
国
の

責
任
で
物
資
の
調
達
や
財
政
保
障

・
補
填
が
必
要
。
直
ち
に
臨
時
国

会
を
開
き
、
第
3
次
補
正
予
算
編

成
を
行
う
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し

た
。
続
い
て
、
調
査
結
果
の
概
要

を
、
川
上
真
理
中
央
執
行
委
員
が

行
い
ま
し
た
。
（
概
要
後
述
）

会
見
で
森
田
書
記
長
は
、
「
削

減
を
続
け
て
き
た
国
の
医
療
・
公

衆
衛
生
施

策
を
転
換

さ
せ
る
必

要
が
あ

る
。
今
後

の
対
策
の

た
め
に

も
、
正
職

員
で
し
っ

か
り
人
員
を
確
保
す
る
こ
と
」
を

主
張
、
あ
わ
せ
て
医
療
・
介
護
従

事
者
の
社
会
的
役
割
に
見
合
っ
た

賃
金
水
準
の
底
上
げ
も
訴
え
ま
し

た
。
日
本
医
労
連
の
運
動
の
具
体

化
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
る
と
、「
今

月
か
ら
『
い
の
ち
署
名
』
に
取
り

組
む
。
請
願
5
項
目
は
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
の
国
民
の
切
実
な
要
求
で

あ
る
。
国
民
、
経
営
側
と
も
手
を

取
り
合
っ
て
国
に
対
し
て
要
求
し

て
い
く
」
と
し
ま
し
た
。

翌
2
日
に
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ

緊
急
要
請
書
」
（
第
5
次
）
の
提

出
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
、
９
月
１
日
、
日
本
医
療
労

働
会
館
に
お
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関

す
る
実
態
調
査
」
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

●
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

「
実
施
し
て
い
る
」は
21
・
7
％
、

「
実
施
し
て
い
な
い
」
は
75
・
8

％
で
、
実
施
の
う
ち
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
「
定
期
的
に
実
施
」
は
わ
ず

か
1
・
7
％
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
、
病
院
の
移
転
の
強
行
に

伴
う
職
員
派
遣
も
あ
り
、
「
八
雲

病
院
で
今
月
2
名
の
応
援
を
出
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
病
院
閉
鎖
を
し

な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
切
実
な

書
き
込
み
も
あ
り
ま
し
た
。

●
慰
労
金
の
申
請
を
し
ま
し
た
か

に
つ
い
て

「
は
い
」
は
29
・
2
％
、
「
い

い
え
」41
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、

「
申
請
の
範
囲
が
分
か
ら
な
い
」

「
申
請
が
始
ま
っ
て
い
な
い
」
な

ど
県
の
対
応
が
定
ま
ら
ず
、
ハ
ッ

キ
リ
し
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

●
慰
労
金
の
問
題
点
に
つ
い
て

「
対
象
者
が
限
定
的
で
不
公
平

感
が
出
る
」
「
不
平
等
で
病
院
全

体
の
士
気
が
下
が
る
」
な
ど
の
多

数
意
見
の
一
方
で
、
「
直
接
コ
ロ

ナ
患
者
と
か
か
わ
ら
な
い
職
員
と

同
額
に
は
納
得
で
き
な
い
」
と
い

う
意
見
も
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

職
員
の
不
団
結
を
生
む
も
の
に
な

っ
て
お
り
、
自
治
体
ご
と
の
差
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

●
一
時
金
に
つ
い
て

「
夏
季
一
時
金
の
削
減
は
、
受

診
抑
制
な
ど
も
あ
り
職
員
も
仕
方

な
い
感
が
あ
っ
た
が
、
冬
季
一
時

金
が
ど
う
な
る
の
か
不
安
」や「
冬

季
一
時
金
の
闘
い
は
厳
し
い
交
渉

に
な
っ
て
く
る
」
「
夏
季
は
満
額

出
た
が
冬
季
は
一
時
金
を
だ
す
こ

と
も
難
し
い
と
病
院
側
に
言
わ
れ

た
」
な
ど
、
冬
季
一
時
金
へ
の
不

安
は
大
き
く
、
離
職
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
経
営
危
機
が
コ
ロ
ナ
の
最
前

線
で
踏
ん
張
る
職
員
の
給
与
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

●
差
別
的
対
応
な
ど
に
つ
い
て

「
あ
る
」
が
20
・
8
％
で
、
前

回
調
査
の
9
・
9
％
か
ら
倍
増
し

ま
し
た
。
「
保
育
園
の
中
で
別
の

場
所
に
置
か
れ
た
」
「
美
容
室
を

断
ら
れ
た
」
と
い
う
記
載
も
あ
り

ま
し
た
。

●
病
院
経
営
や
患
者
へ
の
影
響
に

つ
い
て

「
収
入
減（
外
来
患
者
の
減
少
）」

が
89
・
2
％
、
「
検
査
や
手
術
の

延
期
」52
・
5
％
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

【【調調査査期期間間】】２２００２２００年年８８月月１１１１日日～～８８月月２２７７日日
【【回回 収収 数数】】公公立立・・公公的的病病院院 ７７２２施施設設

地地場場民民間間４４８８施施設設 計計１１２２００施施設設
【【設設 問問】】４４月月調調査査とと比比較較ののたためめ、、前前
回回とと同同じじ設設問問にに、、慰慰労労金金やや、、賃賃金金・・一一
時時金金のの設設問問項項目目ななどどをを追追加加ししてて実実施施。。

8
月
24
日
、
医
団
連
（
医
療

団
体
連
絡
会
議
＝
医
労
連
、
全

日
本
民
医
連
、
保
団
連
な
ど
5

団
体
）
は
、
臨
時
国
会
の
早
期

開
催
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充

な
ど
感
染
防
止
対
策
、
医
療
機

関
な
ど
へ
の
財
政
支
援
を
国
に

求
め
る
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
に
は
、
徹
底
的
な
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
と
、
賃
金
補
償

を
伴
う
休
業
要
請
に
尽
き
る
」

と
し
て
、
臨
時
国
会
の
開
会
を

要
求
し
ま
し
た
。
日
本
医
労
連

の
森
田
し
の
ぶ
中
央
執
行
委
員

長
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
関
す
る
緊
急
実
態
調
査
に
、

病
院
経
営
に
財
政
補
償
を
」
の

声
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
「
国

民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

こ
と
は
政
府
の
責
務
」
と
臨
時

国
会
開
会
し
、
第
3
次
補
正
予

算
や
感
染
拡
大
へ
の
対
応
策
を

早
急
に
と
訴
え
ま
し
た
。

陸
上
自
衛
隊
矢

臼
別
演
習
場
は
、

北
海
道
野
付
郡
別

海
町
に
あ
る
日
本

最
大
の
戦
闘
訓
練

フ
ィ
ー
ル
ド
だ
。

国
策
で
入
植
し
、

広
大
な
原
野
を
手
作
業
で
開
墾
し

た
2
軒
の
農
家
が
立
ち
退
き
を
拒

否
し
た
時
か
ら
矢
臼
別
闘
争
は
始

ま
っ
た
。
「
2
万
町
歩
（
東
京
ド

ー
ム
お
よ
そ
4
2
1
3
個
分
）
を

農
民
に
返
せ
」「
米
軍
は
本
国
へ
帰

れ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
共
鳴
し
演

習
場
の
な
か
に
あ
る
民
有
地
の
住

人
3
名
を
励
ま
す
「
矢
臼
別
平
和

盆
踊
り
」
は
、
こ
の
8
月
に
56
回

目
を
迎
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
開

催
す
れ
ば
全
国
か
ら
数
百
人
が
集

う
こ
と
か
ら
、
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
実
行
委
員
会
で
中
止
を
決
め

た
の
で
あ
る
▼
私
の
単
組
は
結
成

か
ら
大
会
の
主
催
団
体
で
あ
っ

た
。
私
自
身
、
新
人
執
行
委
員
時

代
は
本
番
前
か
ら
泊
ま
り
込
み
の

準
備
に
投
入
さ
れ
、
農
民
組
合
、

教
組
、
全
動
労
や
国
労
の
大
先
輩

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
設
営
作
業
に

汗
を
流
し
た
。
毎
夜
繰
り
広
げ
ら

れ
る
酒
宴
で
は
、
各
々
の
歴
史
や

多
分
に
誇
張
さ
れ
た
武
勇
伝
と
と

も
に
平
和
活
動
へ
の
想
い
を
聞
か

さ
れ
た
▼
多
様
な
立
場
や
考
え
の

人
た
ち
が
、
平
和
な
社
会
を
実
現

し
た
い
と
い
う
一
点
で
集
い
、
語

ら
う
。
そ
ん
な
素
敵
な
場
所
で
平

和
運
動
や
組
合
活
動
を
擦
り
込
ま

れ
て
き
た
▼
今
ど
き
そ
ん
な
「
虎

の
穴
」
に
若
者
が
来
る
の
？
と
問

わ
れ
る
が
、
単
組
の
青
年
た
ち
は

夢
中
だ
。
不
満
や
意
見
を
受
け
止

め
、
と
も
に
考
え
て
く
れ
る
人
と

場
所
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

日
常
の
組
合
活
動
が
そ
の
代
わ
り

と
な
れ
る
よ
う
悩
み
な
が
ら
も
、

来
年
の
開
催
を
切
望
し
て
い
る
。

病院経営に補償を
医療団体連絡会議が会見

ロ
ナ
の
最
前
線
で
踏
ん
張
る
医
療
従
事
者

離
職
に
つ
な
が
る
懸
念
多
数

コ

調
査
概
要

調
査
概
要
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東
京
医
労
連
は
、
上
野
駅
前

で
、
署
名
宣
伝
行
動
。
東

京
医
療
関
連
協
、
日
本
医
労
連
な

ど
も
加
わ
っ
て
総
勢
41
人
の
大
行

動
で
し
た
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
な
が

ら
、医
療
従
事
者
の
声
を
紹
介
し
、

署
名
を
訴
え
ま
し
た
。
協
力
い
た

だ
い
た
方
の
多
く
か
ら
は
、
「
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
好
意
的
な

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
立

・
公
的
病
院
に
名
指
し
さ
れ
て
い

る
台
東
病
院
に
つ
い
て
、
「
台
東

区
に
は
必
要
だ
」
と
訴
え
る
方
も

い
ま
し
た
。
同
時
に
、
東
京
医
療

関
連
協
で
は
「
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
！
医
療
・
介
護
を
退
職
し
た
い

理
由
。
退
職
し
た
理
由
」
の
ア
ン

ケ
ー
ト
も
実
施
し
な
が
ら
、
独
法

化
反
対
の
署
名
も
実
施
し
31
筆
を

集
約
、
い
の
ち
署
名
は
42
筆
を
集

約
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｖ
取
材
が
入
る

な
ど
、
医
療
従
事
者
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。和

歌
山
県
医
労
連
で
は
定
期

大
会
終
了
後
に
、
Ｊ
Ｒ
和

歌
山
駅
前
で
、
署
名
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
開
始
早
々
の
ど
し

ゃ
降
り
。
負
け
ず
に
、
10
数
人
の

医
療
・
介
護
従
事
者
が
集
ま
り
、

の
ぼ
り
や
プ
ラ
ス
タ
ー
を
持
っ

て
、
今
の
職
場
の
状
況
を
訴
え
な

が
ら
、
い
の
ち
署
名
へ
の
協
力
を

訴
え
ま
し
た
。

愛
知
県
医
労
連
は
、
労
働
会

館
を
会
場
に
集
会
を
行

い
、
行
動
提
起
・
情
報
交
流
を
し

た
う
え
で
、
金
山
駅
前
に
く
り
だ

し
、
署
名
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し

た
。宣

伝
は
、
社
保
協
や
4
2
4
愛

知
共
同
行
動
、
愛
労
連
と
の
共
同

の
取
り
組
み
で
1
2
4
筆
を
集
約

し
ま
し
た
。参
加
は
66
人
で
し
た
。

北
海
道
医
労
連
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

併
用
で
の
定
期
大
会
終
了

後
に
、
大
会
参
加
の
11
人
で
、
道

医
労
連
近
く
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
署
名
宣
伝
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
「
雨

な
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
」
と

計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、す
っ
か
り
晴
れ
、

30
分
で
58
筆
を
集
約

し
ま
し
た
。

◇

◇

◇

そ
の
他
、
長
野
県

医
労
連
は
、
ひ
と
足

早
く
8
月
30
日
の
定

期
大
会
後
に
、
長
野

駅
前
で
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。
京
都
医
労

連
は
宣
伝
行
動
、
神

奈
川
県
医
労
連
は
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
ス
タ
ー
ト
行

動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

２
０
２
０
年
秋
「
い
の
ち
ま
も
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
」
全
国
一
斉
ス

タ
ー
ト
行
動
が
、
９
月
５
日
・
６
日
を
中
心
に
全
国
各
地
で
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
台
風
も
近
づ
い
て
い
る
な
か
、
各
組

織
、
安
全
に
配
慮
し
つ
つ
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
取
り
組
み
が
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

2
0
2
0
年

秋
か
ら
、
国
会

請
願
署
名
が
新

し
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
新

署
名
「
安
全
・

安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と

国
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る

た
め
の
国
会
請

願
署
名
」
の
取

り
組
み
期
間

は
、
2
0
2
0

年
9
月
〜
2
0

2
1
年
通
常
国
会
終
了
ま
で
。
目
標

数
は
、
1
組
合
員
10
筆
以
上
、
医
労

連
全
体
で
1
8
0
万
筆
で
す
。

改
訂
版
「
署
名
の
ち
か
ら
」
や
街

頭
署
名
宣
伝
用
原
稿
な
ど
、
取
り
組

み
を
す
す
め
る
う
え
で
必
要
な
資
料

に
つ
い
て
は
発
0
2
1
号
で
発
出
し

た
「
い
の
ち
ま
も
る
地
域
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
の
手
引
き
」
に
収
載
し
て
い

ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
9
月
に
厚
労
省
が
公
立
公
的
病
院
の

再
編
統
合
リ
ス
ト
を
発
表
し
た
こ
と
か
ら
、

全
労
連
、中
央
社
保
協
、医
労
連
、自
治
労
連
、

国
公
労
連
、
全
医
労
が
中
心
と
な
っ
て
リ
ス

ト
の
撤
回
、
地
域
医
療
の
拡
充
を
求
め
て
取

り
組
ん
で
き
た
共
同
行
動
は
、
8
月
26
日
、

署
名
5
万
6
0
9
3
筆
を
厚
労
省
に
提
出
。

今
回
で
3
回
目
（
最
終
）
と
な
り
、
総
提
出

数
は
17
万
7
8
5
9
筆
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
参
加
し
た
各
団
体
か
ら
要
望
を
伝

え
ま
し
た
。
日
本
医
労
連
・
鎌
倉
副
委
員
長

は
、
「
ま
ず
、
リ
ス
ト
を
撤
回
す
る
こ
と
が

必
要
。
コ
ロ
ナ
患
者
を
引
き
受
け
た
病
院
は

赤
字
に
陥
っ
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
は
増
や
し
て

対
応
し
た
が
、
医
師
・
看
護
師
が
不
足
し
て

対
応
し
き
れ
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
、
医
政
局

地
域
医
療
計
画
課
医
師
確
保
等
地
域
医
療
対

策
室
計
画
係
の
板
井
隆
三
係
長
は
、
「
こ
れ

か
ら
の
感
染
症
対
策
も
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う

な
医
療
提
供
体
制
が
必
要
か
社
会
保
障
審
議

会
医
療
部
会
で
議
論
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
。

リ
ス
ト
は
あ
く
ま
で
議
論
の
材
料
と
し
て
提

起
し
た
も
の
な
の
で
撤
回
な
ど
は
考
え
て
い

な
い
。
医
療
の
人
材
確
保
が
難
し
く
、
限
ら

れ
た
人
材
を
ど
う
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い
く

の
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
ま

し
た
。

申
し
入
れ
の
最
後
に
日
本
医
労
連
・
森
田

中
央
執
行
委
員
長
は
「
そ
も
そ
も
公
表
の
在

り
方
が
問
題
で
あ
り
、
、
地
域
の
受
け
止
め

は『
リ
ス
ト
あ
り
き
』で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

限
ら
れ
た
人
員
で
医
療
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
大
幅
な
人
員
増
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
リ
ス
ト
を
撤

回
し
、
広
く
住
民
に
開
か
れ
た
調
整
会
議
を

開
催
し
て
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
も
ら

い
た
い
。
今
後
の
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て

も
同
様
に
住
民
や
医
療
関
係
者
の
声
を
反
映

し
て
も
ら
い
た
い
」と
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

9月1日より、中央副執
行委員長として日本医労連
本部に着任しました佐々木
悦子です。
8月31日までは全医労本
部の副委員長・組織部長・
女性部長として、主に組織
拡大・強化と女性部、院内
保育所の運動に携わり、職
場要求の実現が組織拡大につながることに確信を持ち運動をす
すめてきました。9年前までは、看護師として、大学病院、自治体
病院、国立病院、民間病院に勤務し、急性期・慢性期医療、政策医
療を経験してきたので、それぞれの医療現場の状況が理解でき
ているのではないかと思っています。また、父母や姉妹を見送っ
た経験から、患者家族の立場も非常によく理解できます。9年
前の東日本大震災時は東北で看護師として勤務していました。
勤務していた病院は被災者を受け入れる医療機関ではありませ
んでしたが、災害時の医療現場も経験しました。それらの経験
を、医労連での運動にも生かしていきたいと思っています。医
療・介護従事者を守り、患者・利用者の望む医療・介護が提供で
きる環境をつくるため頑張りますのでよろしくお願いします。

本
部
専
従
に

着
任
し
ま
し
た

本
部
専
従
に

着
任
し
ま
し
た

佐
々
木
悦
子
さ
ん

中
央
副
執
行
委
員
長

♥♥和歌山

♥♥東京

公
立
公
的
病
院
の
再
編
統
合
リ
ス
ト
撤
回
、

地
域
医
療
の
拡
充
を
求
め
署
名
提
出

公
立
公
的
病
院
の
再
編
統
合
リ
ス
ト
撤
回
、

地
域
医
療
の
拡
充
を
求
め
署
名
提
出

「いのち署名」
180万筆集めきろう
「いのち署名」
118800万万筆筆集めきろう

♥♥愛知

♥♥北海道

♥♥京都
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国民集会
医療・社会保障を立て直せ！

10.22
ご
参
加
を

2
0
2
0
年
10
月
22
日
、
「
＃
い
の
ち

ま
も
る
医
療
・
社
会
保
障
を
立
て
直
せ
！

10
・
22
総
行
動
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
行
動
の

た
め
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
の
舞
台
進

行
は
例
年
通
り
に
行
い
ま
す
が
、
集
会
の

進
行
に
ビ
デ
オ
報
告
な
ど
織
り
ま
ぜ
Ｗ
Ｅ

Ｂ
配
信
し
ま
す
。
「
＃
い
の
ち
ま
も
る
」

運
動
と
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
掲

げ
た
写
真
を
集
約
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
配
信
す
る

取
り
組
み
や
、
県
境
を
こ
え
て
参
加
で
き

な
い
組
織
・
職
場
で
の
動
画
配
信
の
視
聴

の
取
り
組
み
な
ど
含
め
て
、
総
行
動
と
し

て
成
功
を
め
ざ
し
ま
す
。

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
の
参
加
は
各
組

織
の
判
断
と
し
て
、
実
行
委
員
会
で
は
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
感
染
対
策

を
行
い
、
集
会
に
取
り
組
み
ま
す
。

今年度予定されていた各地方協主催によるブロックアクトがやむ
なく中止や延期となる中、青年委員会は、「青年のつながりを絶や
してはいけない」と緊急で新たな企画を立案。コロナ禍の下での日
本医労連の運動や今後の展望、職場の実態や青年の悩みなど、オン
ライン上での学習交流会を実施しました。

8
月
29
日
、
日
本
医
労
連
青
年

協
は
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
青
年
協
交
流
集
会
・
ア
ク
ト
セ

ミ
ナ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
」
を
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
開
催
。
5
全
国
組
合
29

都
道
府
県
医
労
連
か
ら
、
1
0
0

人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

森
田
進
書
記
長
に
よ
る

学
習
講
演

コ
ロ
ナ
禍
の
情
勢
や
、
こ
の
間

の
医
労
連
の
運
動
、
新
署
名
「
い

の
ち
署
名
」
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
森
田
進
書
記
長
に
よ
る
学
習

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
森
田
進
書

記
長
は
、
日
本
医
労
連
の
新
型
コ

ロ
ナ
実
態
調
査
書
な
ど
に
寄
せ
ら

れ
た
「
コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着
い

た
ら
看
護
師
辞
め
ま
す
」
と
い
う

声
を
紹
介
し
、「
こ
の
声
は
、
責
任

感
と
使
命
感
で
や
っ
て
い
る
看
護

師
の
心
の
苦
し
み
だ
と
思
う
。
こ

う
い
う
人
た
ち
を
無
く
さ
な
い
と

い
け
な
い
し
、
救
わ
な
い
と
い
け

な
い
し
、
作
っ
て
は
い
け
な
い
。

我
々
は
次
の
運
動
に
前
進
を
か
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら
訴
え
、
森

田
書
記
長
の
講
演
に
涙
ぐ
む
参
加

者
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
病
棟
勤
務
者
か
ら

特
別
報
告

全
医
労
札
幌
病
院
支
部
・
高
濱

杏
実
さ
ん
か
ら
、
応
援
部
隊
の
要

請
を
受
け
勤
務
に
あ
た
っ
た
4
月

〜
5
月
の
コ
ロ
ナ
病
棟
の
実
態
に

つ
い
て
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
病
棟
へ
の
応
援
部
隊
選

出
に
あ
み
だ
く
じ
や
欠
席
投
票
が

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
妊
婦
職

員
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
「
今
は
感

染
予
防
の
ほ
う
が
大
事
、
そ
ん
な

の
後
回
し
」
と
一
蹴
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
現
場

の
情
報
は
錯
そ
う
し
2
転
3
転
し

て
い
て
、
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
も
そ

も
い
つ
ま
で
応
援
勤
務
が
続
く
の

か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
働
く
不
安

や
、
患
者
さ
ん
の
ご
遺
体
も
看
護

師
で
棺
に
移
し
、
ご
家
族
に
最
期

に
顔
す
ら
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
や

り
き
れ
な
さ
な
ど
話
が
あ
り
ま
し

た
。
高
濱
さ
ん
は
、
「
私
た
ち
は

使
い
捨
て
の
道
具
だ
と
思
わ
れ
て

い
る
の
か
と
悲
し
く
な
り
怒
り
を

覚
え
ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
署
名
の
力
」
学
習
会

日
本
医
労
連
青
年
委
員
・
春
山

未
央
さ
ん
は
、
京
都
民
医
労
作
成

の
署
名
推
進
動
画
を
用
い
て
、
署

名
の
力
で
政
治
を
動
か
し
て
き
た

歴
史
な
ど
学
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
春
山
さ
ん
は
、
「
署
名
や
請

願
が
い
か
に
保
障
さ
れ
た
権
利
で

あ
っ
て
、
国
民
の
声
を
直
接
国
会

に
届
け
て
、
政
治
・
政
策
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
『
か
な
り
威
力

の
あ
る
行
為
』
だ
と
認
識
し
、
ま

ず
は
自
分
が
書
く
と
い
う
こ
と
か

ら
は
じ
め
て
ほ
し
い
。
一
人
ひ
と

り
に
是
非（
署
名
の
取
り
組
み
を
）

増
や
し
て
い
く
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

学
習
会
の
前
に
行
わ
れ
た
分
散
会

に
つ
い
て
「
集
ま
れ
な
い
か
ら
ど

う
し
た
ら
で
き
る
の
か
、
分
散
会

か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
、
ま
た
明

日
か
ら
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
の

で
、
国
会
請
願
署
名
で
も
訴
え
て

い
こ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

分
散
会

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
で

は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ

ク
ル
ー
ム
機
能
を
使
用
し
、
8
名

程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
分

散
会
の
実
施
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、「
ス
タ
ッ
フ
が
疲

弊
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
指

導
や
対
応
を
す
る
の
が
大
変
」「
高

濱
さ
ん
の
話
で
も
、
自
分
の
職
場

で
も
差
別
が
ツ
ラ
イ
と
思
っ
た
。

悲
し
い
。
一
般
の
人
に
知
っ
て
欲

し
い
」
「
他
の
人
と
交
流
で
き
る

機
会
が
あ
る
の
は
組
合
の
恩
恵
。

し
ん
ど
い
と
き
の
支
え
に
な
る
。

今
年
の
新
人
の
た
め
に
も
何
か
出

来
た
ら
…
」
な
ど
、
職
場
で
困
っ

て
い
る
こ
と
や
青
年
部
活
動
で
の

悩
み
等
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
9
の
日
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
有
志
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
会
で「
憲
法
9
条
に
カ
ン
パ
イ
」

行
動
を
実
施
。
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

は
「
9
条
に
カ
ン
パ
イ
」
の
背
景

や
ボ
ー
ド
が
掲
げ
ら
れ
、
参
加
者

か
ら
は
笑
顔
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
感
想

▼
現
場
の
緊
張
感
や
苦
労
・
悩
み

を
聞
い
て
、心
に
突
き
刺
さ
っ
た
。

こ
の
状
況
は
二
度
と
起
こ
し
て
は

い
け
な
い
し
、
声
を
上
げ
て
無
く

し
て
行
き
た
い
。
▼
組
合
の
団
結

な
し
で
は
、
や
っ
ぱ
り
労
働
者
は

守
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
▼
で

き
る
こ
と
を
模
索
し
て
頑
張
ろ
う

と
励
ま
さ
れ
た
集
会
だ
っ
た
。

移
送
先
は
、
八
雲
町
か
ら
80
㎞
離

れ
た
函
館
病
院
と
2
4
5
㎞
離
れ
た

北
海
道
医
療
セ
ン
タ
ー（
札
幌
）で
、

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
（
以

下
、
機
構
と
表
記
）
で
も
こ
れ
ま
で

に
例
の
な
い
長
距
離
の
患
者
移
送
と

な
り
ま
し
た
。

長
距
離
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
移
送
は
、
患
者
さ
ん
の

抵
抗
力
が
低
い
こ
と
か
ら
、
感
染
す

る
と
命
に
関
わ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
全
医
労
は
、
万
全
な
感
染
対
策
、

移
送
計
画
が
整
う
ま
で
の
延
期
を
求

め
て
き
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
移
転
計
画
自
体

が
問
題
で
す
が
、
移
送
に
関
し
て
問

題
点
を
あ
げ
る
と
、
な
ぜ
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
今
な
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
機
構
理
事
長
は
、
こ
の
問
い
に

対
し
て
最
後
ま
で
答
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
医
師
の
確
保
や
施
設
の
老

朽
化
、
家
族
の
高
齢
化
に
よ
る
移
動

の
困
難
と
い
う
移
転
計
画
を
発
表
し

た
5
年
前
と
同
じ
理
由
を
並
べ
る
だ

け
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
と
い
う
理
由

は
何
一
つ
な
い
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
機
構
は
そ
の
対
応
に
あ
た
っ
て

い
た
た
め
、
移
送
計
画
の
準
備
は
遅

れ
ま
し
た
。
患
者
移
送
計
画
（
マ
ニ

ュ
ア
ル
）
が
正
式
に
提
示
さ
れ
た
の

は
8
月
7
日
で
あ
り
、
函
館
、
札
幌

の
患
者
移
送
の
10
日
前
で
し
た
。

感
染
対
策
や
八
雲
病
院
及
び
他
の

機
構
病
院
の
応
援
ス
タ
ッ
フ
へ
の
移

送
計
画
の
説
明
や
情
報
共
有
も
充
分

に
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

中
で
も
安
全
に
全
患
者
の
移
送
が
出

来
た
の
は
、
八
雲
病
院
及
び
応
援
ス

タ
ッ
フ
の
努
力
と
患
者
の
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

移
転
計
画
は
本
当
の
意
味
で
は
終

わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
移
転
先
病
院

の
機
能
充
実
や
職
員
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
に
す
る
こ
と
、
退
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
職
員
の
再
就
職
確
保

な
ど
機
構
が
最
後
ま
で
責
任
を
も
つ

よ
う
全
医
労
は
引
き
続
き
追
及
し
て

い
ま
す
。

８
月
１８
日
〜
２１
日
の
３
日
間
に
か
け
て
、
国
立

八
雲
病
院
機
能
移
転
廃
止
計
画
（
以
下
、
移
転
計

画
と
表
記
）
に
伴
い
、
八
雲
病
院
の
患
者
移
送
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
つ
な
が
ろ
う

学習会
春山未央さん

ア
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン

日
本
医
労
連
・
青
年
協
交
流
集
会

特別報告
高濱杏実さん

八
雲
機
能
移
転
廃
止
問
題

八
雲
機
能
移
転
廃
止
問
題

長
距
離
・
コ
ロ
ナ
禍
にのな

患
者
移
送
を
強
行

長
距
離
・
コ
ロ
ナ
禍
ににののなな

患
者
移
送
を
強
行

詳しくは
公式サイトへ！

▶
北
海
道
テ
レ
ビ
で
も
取
り

あ
げ
ら
れ
ま
し
た

ご参加を

ザ・ニュースペーパー
ゲストゲスト
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●
あ
ず
み
の
里
裁
判
、
無
罪
が
確

定
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
心
か

ら
思
い
ま
す
。

（
岡
山
県
・
原
田
貴
進
）

●
こ
の
7
月
で
個
人
加
盟
と
な
り

ま
し
た
。
在
職
中
よ
り
、
あ
ず
み

の
里
裁
判
は
気
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
�
よ
か
っ
た
�
本
当
に
よ
か

っ
た
。
（
京
都
府
・
中
井
稲
穂
）

●
病
院
の
人
手
不
足
に
対
し
、
派

遣
ス
タ
ッ
フ
が
入
っ
て
く
れ
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
の
か

長
く
続
き
ま
せ
ん
。
長
く
働
い
て

も
ら
う
よ
う
、
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
の
た
め
、
み
ん
な
で
協
力

し
定
時
に
仕
事
が
終
わ
れ
る
よ
う

声
か
け
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
（
東
京
都
・
小
野
楽
夢
里
）

●
病
院
を
退
職
し
て
、
継
続
組
合

員
と
な
り
、
違
う
立
場
か
ら
応
援

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と
闘
う
医

療
者
が
報
わ
れ
る
世
の
中
に
な
り

ま
す
よ
う
願
い
ま
す
。

（
岩
手
県
・
川
村
泰
香
）

●
60
歳
で
退
職
し
、
組
合
の
仕
事

を
手
伝
っ
て
早
い
も
の
で
7
年
に

な
り
ま
す
。
も
う
一
人
の
元
保
育

士
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。組
合
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、

Ｂ
型
作
業
所
に
て
利
用
者
さ
ん
と

た
の
し
く
今
は
マ
ス
ク
（
3
0
0

円
）
を
作
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
方
が
買
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
（
岐
阜
県
・
水
戸
奈
美
江
）

●
6
月
に
初
孫
が
産
ま
れ
た
の
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
が
怖
く
て
会
い
に

行
け
て
い
ま
せ
ん
。
早
く
自
由
に

行
き
来
出
来
る
世
の
中
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。

（
新
潟
県
・
倉
茂
稔
子
）

第
65
回
は
た
ら
く
女
性
の
中
央
集
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
集
会
開
催
と
し
、
現

在
準
備
が
す
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
で
は
、
は
た
ら
く
女
性

の
声
を
交
流
し
、
発
信
す
る
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。
仕
事
や
く
ら
し
で
困
っ
た
こ
と
な

ど
を
上
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
て
に
メ
ー
ル

し
て
い
た
だ
く
か
、Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で「
＃

2
0
2
0
は
た
ら
く
女
性
の
中
央
集
会
」
を

つ
け
て
つ
ぶ
や
い
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
、
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
の
ウ
ェ

ビ
ナ
ー
で
開
催

し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
配
信
も

行
わ
れ
ま
す
。

ＹｏｕＴｕｂｅ
配信はこちら

【パズル解答】
1736・37号の答えは「スイヘイセン」でした。
正解者の中から抽選でクオカードを贈呈しま
す。

【応募方法】
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でにご応募ください。「読者のページ」もご
寄稿下さい。

【応募先】
〒110-0013 台東区入谷1-9-5
「日本医労連教育宣伝局」FAX03-3875-6270
e-mail : n-ask@irouren.or.jp

大
き
な
自
然
災
害
が
今

年
も
続
い
て
い
ま
す
。
医

労
連
共
済
に
も
、
地
震
や

風
水
害
で
の
お
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
す
。

自
然
災
害
の
被
害
を
被

っ
て
、
さ
ら
に
共
済
金
の

給
付
申
請
に
手
が
か
か
る

の
は
非
常
に
大
変
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
被
害

に
応
じ
て
正
確
に
迅
速
に

給
付
を
行
な
う
た
め
に

は
、
被
災
直
後
の
加
入
者

自
身
の
初
期
対
応
が
と
て

も
大
切
で
す
。

初
期
対
応
で
大
切
な
の

は
、
人
命
優
先
の
行
動
の

後
、
①
被
害
の
記
録
（
写

真
）
、
②
医
労
連
共
済
へ

の
報
告
、
③
第
3
者
に
よ

る
損
害
証
明
と
被
害
修
復

の
た
め
の
見
積
り
で
す
。

（
詳
細
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

参
照
）

給
付
は
被
害
に
応
じ

て
、
そ
の
修
復
を
基
本
に

し
て
い
ま
す
。
報
告
す
る

前
に
修
理
し
て
し
ま
い
、

被
害
部
分
も
老
朽
部
分
も

丸
め
て
修
復
し
て
、
給
付

が
難
し
く
な
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害

が
あ
っ
た
客
観
性
が
必
要

に
な
る
の
で
、
罹
災
証
明

や
損
害
証
明
が
と
て
も
大

切
で
す
。
業
者
と
の
関
係

で
手
順
が
前
後
し
て
証
明

で
き
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

防
災
意
識
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
災
害
直
後
の
対
応

に
つ
い
て
周
知
を
お
願
い

し
ま
す
。

医
療
の
ぜ
い
弱
性
解
消
を

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
リ
モ
ー
ト
会
議
や

在
宅
ワ
ー
ク
が
広
が
り
ま
し

た
。
医
療
で
も
コ
ロ
ナ
禍
の

時
限
的
・
例
外
的
な
対
応
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
将

来
の
医
療
の
一
端
と
な
る
可

能
性
は
あ
る
も
の
の
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
露
呈

し
た
の
は
、
新
自
由
主
義
に

よ
る
医
療
費
削
減
と
採
算
性

を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
の

医
療
の
ぜ
い
弱
さ
で
、
そ
れ

を
解
消
す
る
こ
と
こ
そ
が
焦

眉
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

諸
課
題
が
浮
き
彫
り
に

医
療
の
ぜ
い
弱
さ
は
、
病

床
の
不
足
、
医
療
従
事
者
と

物
資
の
不
足
、
医
療
経
営
へ

の
打
撃
、
医
療
従
事
者
の
賃

金
削
減
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
表
れ
ま
し
た
。

病
床
不
足
で
は
、
各
自
治

体
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の

病
床
確
保
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
依
然
と
し
て
重
傷
者

に
対
す
る
病
床
の
ひ
っ
迫
は

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
背
景

の
一
つ
に
は
、
こ
の
四
半
世

紀
で
30
万
床
を
超
え
る
病
床

を
削
減
し
、
感
染
症
治
療
に

不
可
欠
な
陰
圧
隔
離
病
床
を

1
9
9
6
年
9
7
1
6
床
か

ら
2
0
1
9
年
1
7
5
8
床

と
激
減
さ
せ
た
病
床
削
減
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
医
療
従

事
者
に
つ
い
て
も
、
人
口
当

た
り
の
医
師
数
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
29
カ
国
中
26
位
で
、
多

く
の
勤
務
医
が
過
労
死
ラ
イ

ン
で
働
く
絶
対
的
な
医
師
不

足
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

医
労
連
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
に
関
す
る
実
態
調
査
」
で

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
厳

し
い
労
働
実
態
が
浮
き
彫
り

に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
医
療
機
関
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
受
診

控
え
で
厳
し
い
経
営
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
病
院

会
等
の
調
査
で
は
、
今
年
4

月
の
平
均
利
益
率
は
マ
イ
ナ

ス
8
・
6
％
と
前
年
4
月
の

プ
ラ
ス
1
・
2
％
か
ら
落
ち

込
み
、
医
療
崩
壊
の
危
惧
と

緊
急
的
な
助
成
を
訴
え
て
い

ま
す
。
こ
の
背
景
に
も
、
低

医
療
費
政
策
に
よ
る
診
療
報

酬
の
削
減
と
抑
制
が
続
け
ら

れ
、
低
い
利
益
水
準
が
続
い

て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
も
と
で
、
医
療

従
事
者
に
対
し
て
も
一
時
金

削
減
な
ど
シ
ワ
寄
せ
す
る
動

き
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
夏

季
一
時
金
で
は
日
本
医
労
連

全
体
の
平
均
額
で
昨
年
比
マ

イ
ナ
ス
2
万
9
6
8
0
円
と

な
り
、
年
末
一
時
金
へ
の
危

惧
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
確
保
に
は
支
援
不
可
欠

政
府
は
こ
の
間
、
新
型
コ

ロ
ナ
陽
性
患
者
や
疑
い
患
者

の
受
入
病
院
に
対
し
て
、
医

療
行
為
だ
け
で
な
く
空
床
確

保
な
ど
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
座
の
対

応
と
し
て
診
療
報
酬
の
概
算

払
い
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
述
の
日
本
病

院
会
等
の
調
査
で
は
、
患
者

受
入
病
院
の
収
益
率
は
マ
イ

ナ
ス
10
・
8
％
、
未
受
入
病

院
で
は
マ
イ
ナ
ス
5
・
5
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ

ス
幅
の
違
い
は
入
院
収
入
分

で
、
外
来
収
入
は
と
も
に
11

％
前
後
の
マ
イ
ナ
ス
、
健
診

な
ど
そ
の
他
収
入
は
と
も
に

20
％
超
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
か
ら

も
、
医
療
崩
壊
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
の
受
入
れ
の
有
無
を
問
わ

ず
、
ま
た
病
院
や
診
療
所
な

ど
機
能
で
区
分
す
る
こ
と
な

く
、
医
療
提
供
体
制
を
維
持

す
る
た
め
の
財
政
支
援
が
求

め
ら
れ
る
の
は
明
白
で
す
。

ま
し
て
や
、
診
療
報
酬
の
概

算
払
い
は
、
実
際
の
収
入
に

応
じ
て
返
金
が
求
め
ら
れ
る

た
め
、
問
題
の
解
決
に
な
り

ま
せ
ん
。

低
医
療
費
政
策
を
転
換
さ

せ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
前
の
格

差
と
貧
困
が
い
の
ち
と
健
康

に
影
響
す
る
社
会
で
は
な

く
、
医
療
・
社
会
保
障
に
国

の
予
算
が
充
分
に
使
わ
れ
、

い
の
ち
が
大
切
に
さ
れ
る
社

会
を
構
築
す
る
こ
と
が
急
務

で
す
。

い
の
ち
署
名
を
集
め
よ
う

日
本
医
労
連
は
今
回
の
定

期
大
会
で
、
来
年
の
通
常
国

会
ま
で
の
取
り
組
み
と
し
て

「
い
の
ち
署
名
」
を
提
起
し

ま
し
た
。
日
本
の
低
医
療
費

政
策
を
転
換
さ
せ
て
、
安
全

安
心
の
医
療
が
提
供
で
き
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。
い
の

ち
署
名
を
軸
に
、
職
場
・
地

域
で
運
動
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

内
田
博
之

「いのち署名」を軸に安心の医療提供めざそう

被災直後の心構え


